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(54)【発明の名称】 液晶表示素子、液晶モジュールおよび液晶表示素子の駆動方法

(57)【要約】
【課題】  ＯＣＢ型液晶表示素子では転移が確実でない
と輝点欠陥が発生する課題があった。
【解決手段】  転移波形を供給する電源系を独立系にす
る、またはモジュール内部で生成する、ゲートと共有化
することで電圧供給を確実化するとともにモジュール構
成を簡略化した。また転移期間中にソース振幅を変化さ
せることで転移波形の印加電圧を向上させる、または容
量結合駆動によって転移波形の電圧を向上させる、また
はソース波形を交流化させることで擾乱を与えて転移を
起こりやすくする処理を行った。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】液晶に電圧を印加することで表示を行なう
液晶表示素子であり、前記液晶の電圧を印加しないとき
のゼロ電圧配向状態と、表示状態で用いる表示配向状態
とが異なることを特徴とし、前記ゼロ電圧配向状態から
前記表示配向状態に転移電圧を印加することによって転
移させることを特徴とし、前記転位電圧を供給する転移
電源系を独立に有することを特徴とした液晶表示素子。
【請求項２】前記転移電源系をモジュール外部から供給
する端子を有することを特徴とした請求項１記載の液晶
表示素子。
【請求項３】液晶に電圧を印加することで表示を行なう
液晶表示素子であり、前記液晶の電圧を印加しないとき
のゼロ電圧配向状態と、表示状態で用いる表示配向状態
とが異なることを特徴とし、前記ゼロ電圧配向状態から
前記表示配向状態に転移電圧を印加することによって転
移させることを特徴とし、前記転位電圧を供給する転移
電源系をモジュール内部で生成することを特徴とした液
晶表示素子。
【請求項４】前記転移電源系が昇圧回路で生成されるこ
とを特徴とした請求項３記載の液晶表示素子。
【請求項５】前記昇圧回路がＤＣ／ＤＣコンバータであ
ることを特徴とした請求項４記載の液晶表示素子。
【請求項６】前記昇圧回路がコッククロフト型昇圧回路
であることを特徴とした請求項４記載の液晶表示素子。
【請求項７】前記転移電源系が発生させる電流の瞬間電
流を低減させる手段を有することを特徴とした請求項３
記載の液晶表示素子。
【請求項８】前記瞬間電流低減手段が印加波形を緩やか
に変位させる手段であることを特徴とした請求項７記載
の液晶表示素子。
【請求項９】前記電流が所定値までに達する時間が０．
５秒以下であることを特徴とした請求項８記載の液晶表
示素子。
【請求項１０】前記電流が所定値までに達する時間が３
０ｍｓ以上であることを特徴とした請求項８記載の液晶
表示素子。
【請求項１１】液晶に電圧を印加することで表示を行な
う液晶表示素子であり、前記液晶の電圧を印加しないと
きのゼロ電圧配向状態と、表示状態で用いる表示配向状
態とが異なることを特徴とし、前記ゼロ電圧配向状態か
ら前記表示配向状態に転移電圧を印加することによって
転移させることを特徴とし、前記液晶表示素子は複数の
画素電極と前記画素電極に接続された能動素子を有し、
前記能動素子を制御するゲートラインを有し、前記ゲー
トラインに印加する複数のゲート電源系を有し、前記前
記転位電圧を供給する転移電源と前記ゲート電源系の少
なくともひとつが共有されていることを特徴とした液晶
表示素子。
【請求項１２】液晶に電圧を印加することで表示を行な
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う液晶表示素子であり、前記液晶の電圧を印加しないと
きのゼロ電圧配向状態と、表示状態で用いる表示配向状
態とが異なることを特徴とし、前記ゼロ電圧配向状態か
ら前記表示配向状態に転移電圧を印加することによって
転移させることを特徴とし、前記液晶表示素子は複数の
画素電極と前記画素電極に接続された能動素子を有し、
前記能動素子を制御するゲートラインを有し、前記ゲー
トラインに印加する複数のゲート電源系を有し、前記前
記転位電圧を供給する転移電源は前記ゲート電源系より
生成されることを特徴とした液晶表示素子。
【請求項１３】液晶に電圧を印加することで表示を行な
う液晶表示素子であり、前記液晶の電圧を印加しないと
きのゼロ電圧配向状態と、表示状態で用いる表示配向状
態とが異なることを特徴とし、前記ゼロ電圧配向状態か
ら前記表示配向状態に転移電圧を印加することによって
転移させることを特徴とし、前記液晶表示素子は複数の
画素電極と前記画素電極に接続された能動素子を有し、
前記能動素子を制御するゲートラインを有し、前記ゲー
トラインに印加する複数のゲート電源系を有し、前記前
記転位電圧を供給する転移電源によって前記ゲート電源
系の少なくとも一方が生成されることを特徴とした液晶
表示素子。
【請求項１４】耐圧が４０Ｖ以上のゲートドライバを用
いることを特徴とした請求項１１から１３のいずれかに
記載の液晶表示素子。
【請求項１５】液晶に電圧を印加することで表示を行な
う液晶表示素子であり、前記液晶の電圧を印加しないと
きのゼロ電圧配向状態と、表示状態で用いる表示配向状
態とが異なることを特徴とし、前記ゼロ電圧配向状態か
ら前記表示配向状態に転移電圧を印加することによって
転移させることを特徴とし、前記液晶表示素子は複数の
画素電極と前記画素電極に接続された能動素子を有し、
前記画素電極に供給する電位を供給するソースラインを
有し、転位電圧印加時に前記ソースラインに印加する電
位を変動させることを特徴とした液晶表示素子。
【請求項１６】前記ソースラインに印加する波形が、転
移電圧と逆極性側に印加されるＤＣ波形であることを特
徴とした請求項１５記載の液晶表示素子。
【請求項１７】前記DC波形を印加するためにソースの基
準電位をシフトさせることを特徴とした請求項１６記載
の液晶表示素子。
【請求項１８】前記ソースラインに印加する波形が、交
流波形であることを特徴とした請求項１５記載の液晶表
示素子。
【請求項１９】前記交流波形の周波数が表示周波数等し
いことを特徴とした請求項１８記載の液晶表示素子。
【請求項２０】液晶に電圧を印加することで表示を行な
う液晶表示素子であり、前記液晶の電圧を印加しないと
きのゼロ電圧配向状態と、表示状態で用いる表示配向状
態とが異なることを特徴とし、前記ゼロ電圧配向状態か
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ら前記表示配向状態に転移電圧を印加することによって
転移させることを特徴とし、前記液晶表示素子は複数の
画素電極と前記画素電極に接続された能動素子を有し、
前記画素電極に容量結合された容量結合電極を有し、前
記転位電圧を印加している期間に前記容量結合電極を介
して前記画素電極に電位を付与することを特徴とした液
晶表示素子。
【請求項２１】前記容量結合電極が、前段のゲートライ
ンであることを特徴とした請求項２０記載の液晶表示素
子。
【請求項２２】前記容量結合電極が、独立容量ラインで
あることを特徴とした請求項２０記載の液晶表示素子。
【請求項２３】液晶に電圧を印加することで表示を行な
う液晶表示素子であり、前記液晶の電圧を印加しないと
きのゼロ電圧配向状態と、表示状態で用いる表示配向状
態とが異なることを特徴とし、前記ゼロ電圧配向状態か
ら前記表示配向状態に転移電圧を印加することによって
転移させることを特徴とし、前記液晶表示素子は複数の
画素電極と前記画素電極に接続された能動素子を有し、
前記前記転位電圧を供給する期間に前記能動素子が保持
状態にあることを特徴とした液晶表示素子。
【請求項２４】前記能動素子を制御するゲートラインを
有し、前記転位電圧を印加する期間に前記ゲートライン
を低い電位レベルに設定することを特徴とした請求項２
３記載の液晶表示素子。
【請求項２５】前記転移電圧を印加する期間に容量結合
電圧を画素電極に重畳することを特徴とした請求項２３
記載の液晶表示素子。
【請求項２６】転移核を形成したことを特徴とした請求
項１から２５のいずれかに記載の液晶表示素子。
【請求項２７】表面の凹凸を低減させる処理を行なった
基板を有することを特徴とした請求項１から２５のいず
れかに記載の液晶表示素子。
【請求項２８】前記液晶表示素子がＯＣＢ型液晶表示素
子であることを特徴とした請求項１から２５のいずれか
に記載の液晶表示素子。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は、液晶テレビ、液晶
モニター等に用いられる液晶表示素子に関するものであ
る。
【０００２】
【従来の技術】従来、液晶表示素子はＴＮ型液晶表示素
子が一般的に用いられてきた。
【０００３】また高速応答を特徴とする液晶表示素子と
して、ＯＣＢ型表示素子が検討されている。ＯＣＢ型液
晶表示素子は「社団法人電気通信学会  信学技報  EDI9
8-144  199頁」を参考にされたい。
【０００４】このＯＣＢ型液晶表示素子は基板間に液晶
が挟持されており、この基板上には電圧印加手段として
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透明電極が形成されている。電源を入れる前の状態では
この液晶の配向状態はスプレイ配向と呼ばれる状態をな
している。この機器の電源を入れる時などに、この電圧
印加手段に比較的大きな電圧を短時間に印加して、液晶
の配向をベンド配向状態に転移させる。このベンド配向
状態を用いて表示を行うことがＯＣＢ型液晶表示モード
の特徴である。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】ＯＣＢ型液晶表示素子
では、この転移が確実でなく、スプレイ配向のままの画
素が残留すると輝点欠陥のように見える問題があった。
【０００６】
【課題を解決するための手段】上記課題を解決するため
に、本発明の液晶表示素子は、液晶に電圧を印加するこ
とで表示を行なう液晶表示素子であり、前記液晶の電圧
を印加しないときのゼロ電圧配向状態と、表示状態で用
いる表示配向状態とが異なることを特徴とし、前記ゼロ
電圧配向状態から表示配向状態に転移電圧を印加するこ
とによって転移させることを特徴とし、前記転位電圧を
供給する転移電源系を独立に有することを特徴とした液
晶表示素子である。
【０００７】また本発明は、転移電源系をモジュール外
部から供給する端子を有することを特徴とする。
【０００８】また本発明は、転位電圧を供給する転移電
源系をモジュール内部で生成することを特徴とする。
【０００９】また本発明は、転移電源系が昇圧回路で生
成されることを特徴とする。
【００１０】また本発明は、転移電源系が発生させる電
流の瞬間電流を低減させる手段を有することを特徴とす
る。
【００１１】また本発明は、前記電流が所定値までに達
する時間が０．５秒以下であることを特徴とする。
【００１２】また本発明は、前記電流が所定値までに達
する時間が３０ｍｓ以上であることを特徴とする。
【００１３】また本発明は、ゲートラインに印加する複
数のゲート電源系を有し、前記前記転位電圧を供給する
転移電源と前記ゲート電源系の少なくともひとつが共有
されていることを特徴とする。
【００１４】また本発明は、転位電圧を供給する転移電
源は前記ゲート電源系より生成されることを特徴とす
る。  また前記前記転位電圧を供給する転移電源によっ
て前記ゲート電源系の少なくとも一方が生成されること
を特徴とする。
【００１５】また本発明は、耐圧が４０Ｖ以上のゲート
ドライバを用いることを特徴とする。
【００１６】また本発明は、転位電圧印加時に前記ソー
スラインに印加する電位を変動させることを特徴とす
る。
【００１７】また本発明は、前記ソースラインに印加す
る波形が、転移電圧と逆極性側に印加されるＤＣ波形で
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あることを特徴とする。
【００１８】またソースラインに印加する波形が、交流
波形であることを特徴とする。また交流波形の周波数が
表示周波数等しいことを特徴とする。
【００１９】また本発明は前記転位電圧を印加している
期間に容量結合電極を介して前記画素電極に電位を付与
することを特徴とする。
【００２０】また本発明は転位電圧を供給する期間に前
記能動素子が保持状態にあることを特徴としする。
【００２１】また本発明は転移電圧を印加する期間に容
量結合電圧を画素電極に重畳することを特徴とする。
【００２２】また本発明は転移核を形成したことを特徴
とする。
【００２３】また本発明は表面の凹凸を低減させる処理
を行なった基板を有することを特徴とする。
【００２４】また本発明はＯＣＢ型液晶表示素子である
ことを特徴とする。
【００２５】
【発明の実施の形態】以下、発明の実施の形態における
表示装置について図面を参照しながら説明する。
【００２６】ＯＣＢ型液晶表示素子は、上下基板にラビ
ング処理を行い、この方向を平行にすることを基本的な
構成としている。この素子において、初期の電圧を印加
しない状態では液晶分子がほぼ平行に並んだスプレイ配
向状態にある（図１（ａ））。図１が本液晶表示素子の
構成を示す概念図である。液晶１０１が基板（１０２）
間に挟持されており、その基板の外側に位相差板１０
３、偏光板１０４を有している。
【００２７】電圧を印加しない状態では液晶はスプレイ
配向をしている（図１（ａ））。ここで基板には配向処
理を施すがこれは液晶分子が図のように並ぶようにパラ
レル配向処理とした。この液晶の配向を表示に用いるベ
ンド配向状態に転移させる（図１（ｂ））。この転移を
行なうために、比較的大きな転移電圧、例えば２５ｖ程
度、を液晶層に印加した。
【００２８】本実施例で用いたアクティブマトリクス基
板の構成について図２を用いて説明する。図２は1つの
画素について拡大説明したものである。液晶表示素子に
は複数の画素電極204が形成され、この画素電極204には
ＴＦＴトランジスタ203を形成した。このトランジスタ
を動作させるためのゲートライン202をパネル横方向
に、画素電極に書き込むデータを供給するソースライン
201をパネル縦方向にマトリクス状に形成した。
【００２９】通常に駆動する場合には、このゲートライ
ンには、順次走査を行なう信号を印加し、特定ラインの
みに書き込みを行なうようにし、書きこむデータをソー
スラインから供給した。
【００３０】また画素電極は蓄積容量205を形成する電
極を有し、これが前段のゲートライン結合することで容
量結合する前段ゲート構成としても良い。このＴＦＴ基
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板に対向電極基板206と合わせ、この間に液晶層２０７
に電界を印加させる。
【００３１】この構成の液晶パネルのに転移波形を印加
させる。このときの電位構成は図3のようになった。こ
こで電位を印加するために、対向基板の電位を振る手段
を用いた。本実施例では、ソースの電位中心を０Ｖと
し、ソース電圧は±７Ｖ以内で駆動させた。ゲート電圧
は＋１３Ｖと－１３Ｖで駆動させた。転移波形として－
２５Ｖを印加させ、対向電圧にはこの－２５Ｖと０Ｖを
交互に印加した。転移波形を印加する期間とそれ以前は
ソース電位を０にした。これによって液晶層に印加する
電圧を０ｖとなる期間をつくった。
【００３２】図示したのは1パルスの例であるが、複数
パルスを印加しても良い。望ましくは、複数パルスを印
加し、電圧パルスを印加する前に電圧の低い休止期間を
所定期間以上設けるのが良い。また休止期間は液晶層に
印加される電圧が０ｖに近いことが望ましい。また休止
期間の長さは転移しなかった個所の液晶の配向が初期状
態に戻るまでの時間以上であることが望ましく、転移波
形の条件が温度によって異なるのならばその温度条件に
したがって調整することがのぞましく、温度によって調
整する手段を有さないならば、休止時間の長い低温使用
条件に従うのが望ましい。
【００３３】この転位電圧を印加する電圧供給をいかに
するかが、本発明の骨子である。
【００３４】（実施例１）もっとも簡便な例として、別
の電源を用意した。我々の検討では、転位電圧は高いほ
ど転移が良好である。これは電圧が高いと成長速度が大
きいことにもよる。このため、外部より独立の電圧を供
給することが、電圧設計上の自由度が高い。また対向電
極をの電位を変化させると過渡的に急激な電流を流す必
要がある。このため別電源にしておけば、この電源系統
だけ電流供給能力の高いオペアンプを用いた電源回路を
使用することができる。
【００３５】この場合のモジュールでは、モジュール外
部よりこの電源供給を行なった。図４にこの概念図を示
す。
【００３６】（実施例２）電源構成は実施例１と同様で
あるが、モジュール内部に転移回路の電位を発生させる
昇圧回路を具備させた。本実施例では、モジュールに電
源電圧として－１３Ｖを印加した。しかし図3に示すよ
うに－２５Ｖを転移波形として印加する必要がある。そ
こで内部にＤＣ－ＤＣコンバータを内蔵し、－１３Ｖの
電源を昇圧して－２５電圧を作った。
【００３７】実施例１ではモジュールに外部から－２５
Ｖの転位電圧を供給する必要があった。これは従来より
主に使われているＴＮ型液晶やＩＰＳ型液晶では必要が
なかった。実施例1のＯＣＢ型液晶で特に必要な機構で
あった。
【００３８】それに対し、本実施例２で示す場合、モジ
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7
ュール内部で電圧を作成するため、電力供給端子を少な
くし、従来のＴＮモジュールと共通化することができ
た。
【００３９】ただし、昇圧回路を用いた電源は電流供給
能力が比較的少ないため、転移波形を印加すると電圧が
低下する問題があった。そこで本発明では図６のように
転移波形を急激に印加させるのではなく、徐々に印加さ
せることによって瞬間電流を電流抑えるようにした。こ
のとき転移波形の電圧を所定電圧まで変化させる時間は
０．１秒とした。転移を良好にさせるためにはさらに緩
やかに電圧を印加しても良く、０．５秒以下では効果が
あった。また瞬間電流を低減する効果は３０ｍｓ以上の
時間をかけて所定電圧まで上昇させることで汎用のＤＣ
－ＤＣコンバータを使用することができた。本発明はＤ
Ｃ－ＤＣコンバータに限るものではない。コッククロフ
ト型昇圧回路のように、帯電させた容量の積み重ねで高
圧を形成してもよい。
【００４０】（実施例３）実施例１、２では転位電圧と
して－２５Ｖを印加した。しかし、この電圧を供給する
ために、実施例１では外部から電源を、実施例２ではモ
ジュール内部で電圧を作成する機構を作った。本実施例
では転位電圧をモジュールに供給する電源電圧を共有化
することで電源系の簡略化を行なった。
【００４１】従来のＴＦＴを用いたＴＮ型液晶では、最
大振幅の電圧を供給する電源がゲート電圧の低いほうの
レベルを供給するものである。実施例１、２では-13V。
本発明は、このレベルを供給する電源を－２０Ｖと大き
な振幅とた。これによって多少の電圧ロスもあったが、
ゲートの低いほうのレベルを－１９Ｖとできた。さらに
転位電圧は印加した電源そのままに－２０Ｖを印加した
（実施例１、２では-25V）。
【００４２】このようにモジュール内部で使用する電源
と共用、本実施例ではゲートの低レベル電圧と共用する
ことで電源系を単純化させた。これによって電源供給系
統を単純化させることができた。
【００４３】本発明では、転位電圧の振幅を小さくする
必要があり、これには転移を確実化する転移核を形成し
た。また転移の成長を促進するためにアレイ上の凹凸を
低減させた。この効果によって転移の確実性が増し、多
少電圧を下げてもこれを補う効果があった。
【００４４】またゲートの低レベル電圧を下げるため、
高耐圧のゲートドライバを使用した。本実施例で使用し
たゲートドライバは印加できる最大電圧幅が４８Ｖのも
のを用いた。ちなみに実施例１、２で使用したゲートド
ライバは３８Ｖ耐圧ものであった。ほぼ４０V以上のゲ
ート耐圧を用いると良かった。
【００４５】本発明の骨子は電源を共有化することで、
モジュールの簡便化を図るものである。本発明はこれに
限るものでない。ゲートの低い電圧レベルを電圧分割し
て、それよりも振幅の小さい電圧を生成して転位電圧と
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しても良い。また逆に転移電圧をモジュール外部から供
給しこの転位電圧を分割してゲートの低いほうのレベル
を作っても良い。
【００４６】（実施例４）実施例１、２、３では対向電
極に印加する波形を主にした発明である。しかし転位電
圧は液晶層に印加される電圧が重要であり、画素電極さ
らにこれに電圧を供給するソース電圧を考慮する必要が
ある。本実施例では効率的に高い転位電圧を液晶層に印
加するために、ソース側の電圧、画素電極の電圧を最適
化した。
【００４７】本実施例では、転移波形に－２０Ｖと０Ｖ
を交互に印加するようにし、転移波形が－２０Ｖとなる
期間に画素電極の電位を＋７Ｖに設定した。これを示し
たのが図７である。これにより液晶層には差し引き－２
７Ｖの電圧を印加させることができた。
【００４８】画素電極にこの電圧を書き込むために、ゲ
ートは通常に動作させ、ソース電位はこの期間中は常に
＋７Ｖを保った。
【００４９】またゲートの動作はこれに限るものではな
く、常にゲートの高い状態に保ってもよい。このときに
は走査を待たずに瞬時に全画素に＋７Ｖが書き込まれ
る。
【００５０】本実施例で重要なのは、転移波形の印加中
に、ソース電圧を転移波形の反対極性に可能な限り大き
く振ることで液晶層に最大限の転移波形を印加すること
にある。
【００５１】また図７ではDC波形としたが、本発明はこ
れに限るものではない。図８のように転移波形を印加中
に画素電極を交流波形にして振動させてもよい。この場
合、液晶層に印加する電圧振幅は常に最大値ではない
が、交流にすることで液晶層に適度の振動成分を発生さ
せこれが転移に良好に働いた。これにより転移が効率的
になった。
【００５２】（実施例５）本実施例では実施例４に加え
て容量結合による容量結合電圧を重畳することにより画
素電極電位をさらに高い電位に持ち上げた。これによっ
て液晶層にさらに高い電圧を印加した。
【００５３】本実施例の液晶表示素子は前段のゲートラ
インに容量結合された前段ゲート型のアレイ構成をさせ
た。そして、図９（ａ）のような波形をゲートに印加す
ることでまず画素電極に充電した。これは＋１３V期間
である。その後、ゲート電位を下げＴＦＴトランジスタ
をＯＦＦさせ画素電極は保持状態になる。これはー２０
Vまたはそれ以下である。次に前段ゲートの電位をプラ
ス側に変位させることで容量結合電圧を画素電極に重畳
させソース電位を実施例４よりもさらに３Ｖ高い電位に
あげることができた。このとき６Vの変動量をゲートに
印加した。また対向電極には－２０Ｖの電圧を印加し
た。これによって液晶層には差し引き－３０Ｖの電圧を
印加させることができた。
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【００５４】本発明は、本形態に限るものではない。保
持状態の画素電極に容量結合電圧を重畳する構成であれ
ばよい。本実施例のように前段ゲートを容量結合電極に
用いてもよく、また独立に容量結合電極を形成する独立
容量方式でもよい。本実施例でも、画素電極を交流にし
てもDC波形、直流波形にしても良い。また、ソースレベ
ルの基準電位を持ち上げて全体的な電位を上げる手法を
用いてもよい。
【００５５】また、容量結合で電圧を重畳する方式は、
転移期間中に全画面に同時に書き込んでも良い。このと
きにはゲートは全ラインに低いレベルを印加しＴＦＴト
ランジスタをオフし、画素電極を保持した状態を保ちな
がらゲートライン（容量結合電極）のレベルを変動させ
る。これが良好に働くことを見出した。
【００５６】簡易型の手法として、ゲートの電圧を転移
波形印加中も下げておくことで実施例４と同等の効果を
得ることができた。これは図１０のような電圧波形を印
加させた。ゲート電圧は常に低いレベルにあるため、TF
TトランジスタはＯＦＦ状態、保持状態にあるため画素
電位がどこに保たれるかは理論的には不定である。しか
し、現実にはソースラインに影響され、ほぼソースライ
ンと同じ電位を与えることを見出した。これはＴＦＴト
ランジスタをリークする電流成分が存在するためであ
る。
【００５７】この結果、特に電位を制御しなくとも、ゲ
ート系を駆動せず、ソース系だけで転移波形を印加し、
転移波形印加後にゲートを駆動すれば良い。これによる
とシーケンスは簡略化できる。 *
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*【００５８】
【発明の効果】以上のように本発明によれば、転移が確
実となり輝点欠陥の少ない液晶表示素子を提供すること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の液晶表示素子を示す断面図
【図２】本発明の液晶表示素子の画素構造を示す概念図
【図３】本発明の液晶表示素子における基本的な印加波
形を示す概念図
【図４】本発明の実施例１にかかわる液晶表示素子のモ
ジュールを示す概念図
【図５】本発明の実施例２にかかわる液晶表示素子のモ
ジュールを示す概念図
【図６】本発明の実施例２にかかわる液晶表示素子に用
いる転移波形を示す概念図
【図７】本発明の実施例４にかかわる液晶表示素子の波
形（直流型）の一例を示す概念図
【図８】本発明の実施例４にかかわる液晶表示素子の波
形（交流型）の一例を示す概念図
【図９】本発明の実施例５にかかわる液晶表示素子の波
形の一例を示す概念図
【図１０】本発明の実施例５にかかわる液晶表示素子の
波形（簡易型）の一例を示す概念図
【符号の説明】
１０１  液晶
１０２  基板
１０３  位相差板
１０４  偏光板

【図１】
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